
令和４年度

算数問題
得意型

〔注　意　事
じ

　項
こう

〕

１．試験開始の合
あい

図
ず

があるまで、開かないこと。

２．問題は□１ 〜□6 までで、８ページにわたって印刷してあります。

　　ページが抜
ぬ

けるなどしていた場合には、試験監
かん

督
とく

の先生に申し出ること。

３．解答は、すべて解答用紙に記入し、受験番号・氏名をもれなく、正確に

記入すること。

４．計算は、問題冊
さっ

子
し

の余白を利用すること。

　　ただし、 □5（２）, □6（２）は、式や考え方を解答用紙に記入すること。

５．円周率は３.１４として計算すること。

６．問題冊子の表紙にも、受験番号・氏名を必ず記入すること。

受 験 番 号 氏　　　　　　　　名



　次の　　　　にあてはまる数を答えなさい。

（１） １４－１２÷（１０－２×４）＝ 

（２） （１２─３ － ５─６ ）×３÷０．５＝ 

（３） ２３＋７×（３８５－ 
 
）＋４＝２０２２

（４） ３─４ 時間で ２─３ m３の水をためることのできるポンプがあります。このポンプで１時

間あたりにためることのできる水の量は 
 
m３です。

（５） ある２日間の最高気温の平均は２９度で，１日目の最高気温は２日目の最高気温

よりも４度高いです。１日目の最高気温は 
 
度です。

（６） 今年，ある３姉妹の年
ねん

齢
れい

の合計は２２才で，お母さんは３８才です。
 
年後に，

３姉妹の年齢の合計がお母さんの年齢と同じになります。
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（７） 右の図の３つの円の半径はすべて６cm です。 
の部分の面積は 

 
cm２です。

（８） 右の図の四角形ＡＢＣＤは正方形です。
あ

 
の角の大きさは 

 
度です。

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

○あ

─ 2 ─
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　同じ長さのマッチ棒を使って，正方形を組み合わせた図形を作ります。このとき，

次の問いに答えなさい。

（１） 〈図１〉のように，マッチ棒を並べると，４本のマッチ棒で１個の正方形が作れます。

７本のマッチ棒で２個の正方形が作れます。１０本のマッチ棒で３個の正方形が作れ

ます。３２本のマッチ棒があるとき，正方形は最大で何個作れますか。

（２） 〈図２〉のように，マッチ棒を並べます。７段目まで作るには何本のマッチ棒が必要

ですか。

１個 ２個 ３個正方形の個数

１段目

２段目

３段目

〈図１〉

〈図２〉
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　下の図のように，三角柱を上から １─３ のところで四角形ＡＢＣＤと平行になるように

切り取りました。このとき，次の問いに答えなさい。

（１） この立体の体積は何cm３

ですか。

（２） この立体の表面積は

何cm２ですか。ただし，

表面積とは立体のすべて

の面の面積の和です。
Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

１２ｃｍ

１８ｃｍ

１５ｃｍ

４０ｃｍ
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　次の桜子さんと先生の会話を読み，下の問いに答えなさい。

桜子：ん～～～

先生：桜子さん，どうしたの？

桜子：この計算問題，もっと簡単に計算

できる方法がないかと考えていた

ところです。

先生：なるほど。工夫しないで計算する

と答えはいくつになったのかな？

桜子： ア
 
です。

先生：正解！ところで，桜子さんはカレーを作ったことがある？

桜子：母が作るときに手伝ったことはありますよ……

でも，先生，その質問とこの計算問題にどのような関係があるのですか？

先生：まぁまぁ，あせらずに。だまされたと思って聞いてみて。

カレーの作り方を調べると……

　１．お肉を切って炒
いた

める

　２．にんじんを切って炒める

　３．じゃがいもを切って炒める

　４．玉ねぎを切って炒める

という順番だよね。この通りにお母さんは作っているかな？

桜子：その順番では作っていません。ひとつひとつ切って炒めるのではなく，全部の

具材を切ってから炒めていました。

先生：そうだね。その方が簡単だよね。その方法を図に表してみよう。

例えば，『お肉』を『切って』，『炒める』ことを お 肉
 
× 切 る

 
× 炒める

 

と表すと，カレーの作り方は，

　１． お 肉
 
× 切 る

 
× 炒める

 

　２． にんじん
 
× 切 る

 
× 炒める

 

　３． じゃがいも
 
× 切 る

 
× 炒める

 

　４． 玉ねぎ
 
× 切 る

 
× 炒める

 

のようになるね。でも，お母さんの作り方は，ひとつひとつの具材を切って炒め

るのではなく，

4
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桜子さんのノート

３×８＋３×２１＋１５×３＋３×６＝
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（ お 肉
 
＋ にんじん

 
＋ じゃがいも

 
＋ 玉ねぎ

 
）× 切 る

 
× 炒める

のように，具材全部を切ってから炒める。

この方が作りやすいからだよね。

桜子：なんとなくわかります。でも，これが前の計算と，どのように関係しているのか

分かりません。

先生：では，例題をやってみましょう。

４×７＋６×７という計算の場合，どちらも７をかけているよね。

つまり，７を料理の場合の 切 る
 
× 炒める  に置き換

か

えると４と６は最初に

まとめて，（４＋６）×７というように計算すれば良いということですね。

桜子：なるほど！そうすると，前の計算は イ
 
という計算式になりますか？

先生：その通り！これで簡単に求められるようになったかな？

桜子：はい！　 イ
 
の式の（　　）の中を計算すると ウ

 
になり，簡単に求め

られました。

先生：実は，これは中学校で習う「因
いん

数
すう

分
ぶん

解
かい

」という計算方法なんだ。料理は因数分解

と似ているんだよ。

（１） ア
 
にあてはまる数字を答えなさい。

（２） イ
 
にあてはまる計算式を先生の例題を参考に答えなさい。また， ウ

 

にあてはまる数字を答えなさい。

得意型
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─ □5（２）, □6（２）は、式や考え方を解答用紙に書きなさい ─

　竹子さんは弟と，家から１．５km 離
はな

れた図書館へ行きました。竹子さんは１０時に家を

出発し，分速６０ｍの速さで歩きました。弟は竹子さんが出発してから５分後に出発し，

１０時１５分に竹子さんに追いつきました。しかし，弟は忘れ物に気付き，竹子さんに

追いついてすぐ，竹子さんを追いかけた１２─３ 倍の速さで家に戻
もど

りました。弟は家に着い

てすぐ，戻った時と同じ速度で竹子さんを追いかけましたが，竹子さんの方が先に図書

館へ着いたため，待たせてしまいました。下の図は，時刻と道のりの関係を表したもの

です。このとき，次の問いに答えなさい。

（１） 弟が竹子さんに追いついた

地点は家から何ｍですか。

（２） 竹子さんが図書館で弟を

待った時間は何分間ですか。

ただし，弟は図書館に着いて

すぐ竹子さんに会いました。

時刻

道のり
（km）

図書館 １.５

１０時
５分

１０時

竹子

弟

家  ０

得意型
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　下の図のように，半径が１２cm の円の円周を１２等分し，印をつけました。このとき，

次の問いに答えなさい。

（１） あ
 
の角度は何度ですか。

（２） 
 
の部分の面積は何cm２ですか。

○あ

得意型
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